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飯
田
新
町
政
は
「
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
み
た
い
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
公
約
し
、
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
す
べ
て
の
町
民
に
平
和
で
安

定
し
た
暮
ら
し
が
保
障
さ
れ
、
活
気
あ

ふ
れ
る
町
に
な
る
よ
う
期
待
す
る
。
と

り
わ
け
今
の
国
の
政
治
が
、
消
費
税
の

増
税
、
社
会
保
障
の
改
悪
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推

進
、
原
発
の
再
稼
働
な
ど
、
町
民
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
町
民
を
守

り
、
地
域
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、
町
民
の
立
場
か
ら
国
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
可
能
な
政
策
に
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
今
後
４
年
間

の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
福
祉
、
暮
ら
し
最
優
先
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
。
特
に
町
民
負
担
の

大
き
い
国
保
税
や
、
介
護
保
険
料
の
独

自
減
免
を
。

(2)
農
業
と
商
工
業
の
振
興
を
図
り
、
地

域
循
環
型
の
経
済
の
柱
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を
位
置
付
け
る
こ
と
。

(3)
行
き
届
い
た
教
育
に
取
り
組
み
、
①

少
人
数
学
級
の
実
現
、
②
特
別
支
援
教

育
、
③
学
童
保
育
の
充
実
、
④
幕
別
高

校
の
存
続
に
取
り
組
む
こ
と
。

(4)
平
和
に
貢
献
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
。

(5)
健
全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
。

(1)
国
民
健
康
保
険
税
を
一
律

に
減
免
し
た
場
合
は
、
法
定
軽
減
の
よ

う
に
国
の
補
て
ん
は
な
く
、
他
の
被
保

険
者
の
負
担
に
な
り
、
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
も
、
減
免
制
度
を
変
更
す

る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

　

介
護
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

所
得
に
応
じ
た
保
険
料
の
設
定
な
ど
、

一
定
の
軽
減
措
置
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
制
度
の
枠
組
み
の
中
で
対
応
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
国
保
税
同
様
に
支

払
い
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
個
別

に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
適
切
な
対
応

に
努
め
て
い
く
。

(2)
地
域
経
済
の
発
展
に
は
、
農
業
や
商

業
、
製
造
業
、
観
光
業
、
金
融
業
な
ど

の
横
の
連
携
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
町
に
お
け
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
等
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
太
陽
光
発
電
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
な
ど
が
あ
る
が
、
家
畜
排
せ
つ
物

を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い

て
は
、
初
期
投
資
に
多
額
の
資
金
を
要

す
る
な
ど
実
現
に
向
け
て
の
課
題
が
多

い
た
め
、
関
係
機
関
等
と
協
議
し
な
が

ら
、
研
究
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

(3)
①
国
な
ど
に
対
し
て
、
引
き
続
き
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

②
今
年
度
か
ら
名
称
変
更
し
た
「
教
育

支
援
委
員
会
」
で
は
、
早
期
か
ら
の
教

育
相
談
・
支
援
や
就
学
先
決
定
時
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
後
の
一
貫
し
た
支
援
に

つ
い
て
も
助
言
を
行
う
と
い
う
観
点
に

立
ち
活
動
を
始
め
て
い
る
。

③
昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
の
結
果
を
踏
ま
え
本
年
４
月
１
日
か

ら
学
童
保
育
所
の
入
所
対
象
を
６
年
生

ま
で
拡
大
し
た
。

④
今
年
度
、
仮
称
「
幕
別
町
後
期
中
等

教
育
を
考
え
る
会
」
を
設
置
し
、
江
陵

高
校
を
含
め
た
在
り
方
や
間
口
維
持
へ

の
方
策
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(4)
本
年
８
月
中
に
幕
別
・
札
内
・
忠
類

地
域
を
巡
り
原
爆
パ
ネ
ル
展
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
町
広
報
紙
８
月
号
で
は
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
平
和
に
関
す
る
標
語

を
募
集
す
る
な
ど
、
町
民
と
一
緒
に
、

平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
機
会
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

(5)
合
併
特
例
債
の
基
金
造
成
分
と
し
て

積
み
立
て
た
基
金
の
活
用
な
ど
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
国
の
予
算
や
社
会
経

済
情
勢
を
勘
案
し
、
中
・
長
期
的
な
展

望
に
立
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
た
い
。

(1)
原
発
事
故
が
起
き
て
以
来
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
を
高
め
る
こ

と
は
、
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
対
策

の
強
化
を
。

(2)
幕
別
高
校
の
「
幕
別
町
後
期
中
等
教

育
を
考
え
る
会(

仮
称)

」
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
が
具
体
的
な
内
容
は
。

(1)
ま
ず
は
全
庁
的
に
情
報
を
共
有

し
、
熟
度
が
上
が
っ
て
事
業
化
に
進
む

と
な
っ
た
と
き
に
は
、
専
門
の
部
署
を

つ
く
る
。

(2)
就
職
を
受
け
入
れ
る
側
が
ど
う
い
う

高
校
生
を
求
め
て
い
る
の
か
、
保
護
者

が
将
来
を
考
え
て
、
ど
う
い
う
勉
強
を

さ
せ
た
い
の
か
と
い
う
よ
う
な
も
の
を

こ
の
会
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

中橋　友子
　　　　　　　議員
（日本共産党
　幕別町議員団）

答問
「
第
５
期
幕
別
町
総
合
計
画
」
の
理
念
に
基
づ
き
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問

町
　
長

年次計画をもって改修予定
の「平和非核宣言の看板」

再

質

問

答


